
２０１６年１２月２２日 

 

「甃会」2017 年度第１回役員会議事録 

 

日 時：２０１６年１２月５日（月）１６：００～１７：３０ 

場 所：「むつ新」 

出席者：長谷川、山口、山﨑、齊藤、亀村、葛城、小倉    

欠席者：飯田、小松 

  

（報告事項） 

１．警視庁＆・国会議事堂探訪ツアーについて 

 ・11月 4日（金）に警視庁＆憲政記念館及び国会議事堂参議院棟の見学会を実施した。 

  当初は警視庁＆皇居を予定していたが三笠宮殿下薨去に伴い変更となった。参加者は

16名であった。 

  

２．「あなたと青山学院」記事掲載について 

 ・11 月 5 日発行の「あなたと青山学院」第 22 号アイビーグループ掲示板で、1 月 14 日

（土）開催の「柏田道夫と歩く 小林一茶第二の故郷 流山本町江戸回廊ウォーキング」

参加募集記事を掲載した。 

 ・掲示板は 200 字の制約があり目立たないという意見もでた。今後は特別寄稿 400 字写

真付きに掲載するよう検討する。次号 2017 年 2 月発行には 11 月に予定していた皇居

参観ともう 1 ヵ所見学コースを決定して特別寄稿に掲載することになっている。原稿

締め切りは 12月 17日。 

 ・「あなたと青山学院」の活用は会員向けにイベント情報をお知らせするだけではなく、

住所不明の卒業生を発掘する手段として活用する。 

 

３．校友会アイビーグループ代表者会議について（2016.11.18） 

 ・11月 18日（金）、校友会アイビーグループ代表者会議が開催され、職種別系、文科系、

体育系、ゼミ・アドグル等 63団体が参加した。「甃会」は初参加となった。内容は寄付

金の話が主体であった。 

 ・新規登録団体の紹介もあり、「甃会」は 2016年度の活動を報告した。 

 

４．その他 

 ・親睦交流イベント情報の告知について、参加条件を会員限定なのか対象範囲を広げるか

意見交換を行った。 

・古美術に特化したイベントでは会員限定で絞ってもいいが、警視庁見学のようなイベン

トについては臨機応変に考え、基本的には会員及び家族、知人とすることで基準を設定

する。（オフィシャルＨＰ、「あなたと青山学院」、チラシに明記） 



（協議事項） 

１．２０１６年度の総括について（2015.10.１～2016.9.30） 

①２０１６年度活動報告について 

 ・2016年度事業計画の柱である「会員相互の親睦活動」「青学古美研との交流と支援活動」

「古美術研究の啓発活動」のそれぞれの事業方針に沿って 1年間の実施活動を報告した。

（別紙参照） 

  

②中間決算および 2017年度予算について 

 ・「甃会」会則で収支決算報告は 2年 1回総会で承認を受けると規定されており 2017年 9

月 30 日が本決算となるが、1 年間の収支推移の把握と総括は役員会内で必要であり、

また 2017年度事業計画案の活動とリンクするため中間決算報告を行った。 

 ・2015 年 10 月 1 日から 2016 年 9 月 30 日までの収入は 564,200 円（50 周年実行委員会

からの繰越金 261,449円を含む）、支出は 240,543円であり、この結果期末残高（繰越

金）は 323,657円となった。 

 ・2017年度予算については、2016年度末残高を反映させた再編成予算は組まず、当初の

予算によりそのまま執行することで決定した。 

 ・事業・活動別費目によっては当初予算と支出で差異を生じるが、2017年 9月 30日に締

めた時点で収支の実態（費目別のバラツキ）が把握でき、2018 年度は実態に即した予

算編成が可能となる。 

 

２．２０１７年度事業計画（案）について 

 ・基本的には 2016年度事業計画事業方針と変わらないが、具体的取り組み、実施時期に

ついて若干修正を加えた。（別紙参照） 

 ・総会時期は次回 4月の役員会で決定する。 

 ・2017年 9月 23日（土）に開催する同窓祭実行委員会の体制については、委員長を会長、

副委員長を副会長 2名と事務局長とし、実行委員は別途決定する。 

 

３．その他 

 ・同窓祭の講演会は「甃会」ＯＢの河合敦氏に了承を得て決定している。 

・展示については「入江泰吉写真展（仮称）」開催の可能性を探ってきたが、入江泰吉記

念奈良市写真美術館の担当者との打ち合わせの結果、実施の方向で推進する。 

  今後費用見込みや展示テーマ、展示方法等の具体的な検討を進める。 

以上 

（文責：山﨑） 

 

次回役員会：２０１７年４月５日（水）１６：００～１７：３０ 「むつ新」 


